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　　　　株式会社 永川組建設

2021年度　環境経営レポート



基本理念

   株式会社永川組建設は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを

認識し、持続可能な社会を目指して、経営における課題とチャンスを定期的に明確にし、

全組織を挙げて環境負荷の低減に努力します。

方針

   株式会社永川組建設は管工事を得意とした建設土木工事の設計施工・保守・点検に係わる

全ての活動、製品及びサービスの環境影響を低減するために、次の方針に基づき、

活動を推進して、地球環境との調和を目指します。

１．当社の活動に係わる環境影響を常に認識し、環境汚染の予防を推進するとともに、

　　継続的改善を図ります。

２．当社の活動に係わる環境関連の法的及びその他の要求事項を順守します。

３．当社の活動に係わる環境影響のうち、以下の項目を環境管理重点テーマとして取り組みます。

     （1）温室効果ガス排出量の削減（単位：kg-CO2)

     （2）省エネルギー化（電力使用量・自動車燃料）

     （3）廃棄物の削減及び再資源化の推進（産業廃棄物・一般廃棄物）

     （4）水使用量の削減（一般水道水）

     （5）工事現場周辺の清掃等啓発活動

     （6）経営の効率化に繋がる人材育成

４．一人一人が環境負荷低減活動を積極的に実践できるように、この環境経営方針を全従業員に

    周知するとともに、社外へも公表します。

５．地域の環境改善活動に積極的に参加します。

  上記方針達成のために、環境への取り組みを環境経営レポートとして公表します。

制定日   ２０１０　年１１月　１日

改定日   ２０２３　年　４月　１日

 

代表取締役  永川　智康

　株式会社　永川組建設

環境経営方針
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１．会社概要

   ①会社名及び代表者名 株式会社 永川組建設
代表取締役　永川智康

　 ②認証登録範囲（全組織）【エコアクション21  認証・登録番号：0007053】 　　

   　　本社 神戸市須磨区白川台3丁目60-5
  TEL  078-797-9788
  FAX  078-797-9799
土地　1557㎡
延床　413㎡　　事務所　168㎡

　　　資材置き場 神戸市西区伊川谷町布施畑字宮ノ西443
敷地面積　400㎡　建物　なし　
保管内容　機材、備品

　　　淡路営業所 淡路市楠本2431-5

   ③資本金 3000万円

   ④事業規模 売上高　12.3億円　（2021.5～2022.4）

   ⑤従業員数 30名

   ⑥沿革 平成12年　9月 有限会社永川組建設に法人設立
平成16年　3月　 株式会社永川組建設に組織変更

特定建設業許可取得　
　　　　「許可番号」兵庫県知事（特ー22）第113572号

平成23年12月 特定建設業国土交通大臣許可取得 
　　　　（特ー22）第23825号

平成23年　5月 エコアクション21取得
平成23年　9月 現在の住所へ本社移転
　　　　 　　10月　　 Refa リフォーム事業部設立、ショールーム併設
平成27年　1月 Refa不動産設立
令和元年　6月 宅地建物取引業免許更新

　　　　兵庫県知事（2）第11677号

（平成30年　拡大審査）

　 ⑦許可の内容 産業廃棄物収集運搬業

許可行政 ：兵庫県
許可番号 ：第02804135713
許可年月日 ：平成29年6月15日
許可有効年月日 ：平成34年6月14日　
　事業の範囲 ：自社分のみ
　　事業の区分 ：収集運搬業（積替え・保管を含まない）
　　産業廃棄物の種類

1 　汚泥
2 　廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を含む）
3 　紙くず
4 　木くず
5 　繊維くず
6 　金属くず
7 　ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず
8 　がれき類

   ⑧事業活動 建設土木工事の設計施工・保守・点検及び不動産事業
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2 株式会社　永川組建設推進組織図

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境経営管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営活動レポートの承認

環境経営管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理、
・環境経営関連法規等の取りまとめ票を承認
・環境経営目標・環境活動計画書を確認
・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営活動レポートの確認

環境経営事務局 ・環境経営管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
（担当者） ・環境経営負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境活動計画書原案のの作成
・環境経営活動の実績集計
・環境経営関連法規等取りまとめ表の作成
・環境経営関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境経営関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加

*会計年度は毎年5月から翌年4月とします。

住宅事業部

5名

2023年4月1日

代表者

環境管理
責任者

事務部環境推進者 工事部環境推進者 本社管理者

工事作業所担当者 工事作業所担当者 工事作業所担当者

計6名 計6名

役割・責任・権限

計6名

担当者
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㈱永川組建設

 3. 環境経営目標設定（2021年度～2023年度）

基準値

目標値

電力使用量の削減 1.ＯＡ機器の不使用時の停止 基準値

2.エアコン温度・運転の適正管理 目標値

（単位：ｋWｈ）     （冷房26度、暖房21度程度）

3.休憩時間の消灯

4.トイレ等の不必要な電灯の消灯

1.運転方法の配慮 基準値

（急発進・急加速・空ふかし・アイドリングストップ）
目標値

2.適正な車両整備

（単位：ℓ） 3.積載量に見合った輸送

（事務所及び現場） 4.騒音・粉塵対策・渋滞防止の環境対策

軽油の 1.運転方法の配慮 基準値

前年比0.5％削減 （急発進・急加速・空ふかし・アイドリングストップ）
目標値

（単位：ℓ） 2.建設機械等のメンテナンス

3.適切な運転

（現場） （過剰な負荷をかけない）

一般廃棄物の削減 1.分別ボックスの設置 基準値

（単位：t） 2.裏面使用 目標値

（事務所）

産業廃棄物の削減 1.分別の徹底 基準値

（単位：t） 2.リサイクル化の推進 目標値

3.リサイクル業者への依頼

（現場）

水使用量の削減 1.節水 基準値

（単位㎥） 目標値

（事務所）

工事現場周辺の 3.1工事現場及び周辺の清掃 基準値

清掃    （毎日） 目標値

3.2工事日報に清掃活動を行った

   かを記載する

（現場） （実績だけを残す）

＊0.442ｋｇ-CO2/kwh　東京電力パートナー 株式会社　2019年度調整後排出係数を使用
＊化学物質の使用実績なし
＊産業廃棄物は業務上削減することが難しいため、目標設定なし

・新入社員、外国人 ・内定式やクリスマス会への招待
技能実習生が早く など、入社前から社員と交流を
会社に慣れ安心し はかる。
て働ける環境を整 ・若手会へ入会をすすめ、同世代
える。 とコミュニケーションをとり、

勉強できる機会をもうける。

― ―

300.0 300.0

ー 71,157.309 70,438.549 69,719.788
1 二酸化炭素排出量 二酸化炭素排出量の削減

71,876.07 ー ー ー

具体的施策環境経営改善目標
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環
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ガソリンの年間　使用量

300.0

ー

―

ー

716.0

ー

基準値と目標値

ー ー

ー 708.8 701.7

― ―

ー 16,715.2 16,546.3

― ―

0.36 ― ―

ー 0.36 0.35

6,268.7 6,205.4

6332.00 ー ー

16,884.00 ー ー

ー

694.5

―

2020年度 2021年5月～2022年4月 2022年5月～2023年5月

36,464.00 ー ー

2023年5月～2024年4月

ー

36,099.4 35,734.7

改定日　2023年4月1日

300.0

ー

6,142.0

―

0.35

35,370.1

ー

16,377.5

―

―

 3-2．　環境経営目標設定（2021年度～2021年度）

環境経営改善目標 具体的施策
目標

2021年5月～2022年4月 2022年5月～2023年4月 2023年5月～2024年4月

6.経
営の
効率
化

・2020年4月入社の技能実
習生、新入社員が明るく業
務に取り組めるようにな
る。

・2020年4月入社の技
能実習生、新入社員が
自分の責任範囲を意識
し向上心を持って業務
に取り組めるようになる
・2021年技能実習生、
新入社員が明るく業務

・2021年4月入社の技
能実習生、新入社員が
自分の責任範囲を意識
し向上心を持って業務
に取り組めるようになる
・2022年技能実習生、
新入社員が明るく業務
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㈱永川組建設

4.  2021年度の環境活動の成果・実績（2021年5月～2022年4月）

×

電力使用量の削減（単位：ｋＷｈ） ×

ガソリン使用量の削減（単位：ℓ） ×

軽油使用量の削減（単位：ℓ） ×

一般廃棄物の削減（単位：t） 〇

産業廃棄物の削減（単位：t） 〇

4 ×

5 環境調和　工事現場周辺の清掃（毎日） 〇

6 〇

5. 環境活動の評価及び次年度取組内容（2021年5月～2022年4月）

1

電力使用量の削減（単位：ｋＷｈ）

ガソリン使用量の削減（単位：ℓ）

軽油使用量の削減（単位：ℓ）

一般廃棄物の削減（単位：t）

産業廃棄物の削減（単位：t）

4

5 工事現場周辺の清掃（毎日）

6

3

廃棄時に小さくする、備品購入時には包装の少ない商品を選ぶ等して廃棄量の削減に努めた。次年
度も継続していきたい。

工事を行うにあたり、削減するのは難しいが、中間処理をするなどし、最終処分場に埋め立てる量を
抑えていく。

水使用量（上下水道）の削減（単位：㎥）

1.二酸化炭素排出量 71,157.31 85,292.00

2

業務の増加等により目標を達成することができなかった。ひとつの空間で業務を行うように心掛けを
し節電に努めていきたい。

目標値を達成することができた。継続していきたい。

目標値を達成することができた。継続していきたい。

温室効果ｶﾞｽ排出量の削減（単位：kg-CO2）
電力使用量が増加しているものの、ガソリンや軽油の使用量を削減することが出来たため、全体的
に目標値を達成することができた。次年度も削減に努めたい。

水使用量（上下水道）の削減（単位：㎥） 708.84 765.00

経営の効率化のための人材育成
成長シートという、先輩社員が後輩社員の日頃の仕事の成果などを評価する制度を年に3回導入し、
若手社員の育成に力を入れる。

経営の効率化のための新卒・技能実習生育成

300.00 300.00

現場で高圧洗浄車など使用するため、水を使用しなければならなが、維持管理できるよう、
取り組んでいく。

工事現場や現場事務所、本社事務所など、分担し、清掃することができたため、今後も継続していき
たい。

取り組み項目

取り組み項目 評価及び次年度取組内容

3
0.36 0.36

2

36,099.36 42,925.00

16,715.16 17,386.00

6,268.68 9,913.00

― 3,020.61

― 2020年度・2022年度新卒、技能実習生が
明るく業務に取り組めている。

作成日：2023年4月1日

目標値 実績値・達成内容
評価

（目標値(2020年度から1%削減)） （2021年5月～2022年4月）
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適用法律 法律の要求事項 適正

騒音規制法,振動規制法 特定施設の届出 ○

県環境条例 特定建設作業の届出 ○

廃棄物処理及び清掃に関する法律 特管物管理責任者の選任･届出

県環境条例 保管基準の順守 ○

市環境条例 運搬･処理･処分業者との委託契約 ○

マニフェストの交付･回収 ○

産廃処理状況報告,減量化の推進等 ○

建設リサイクル法 分別解体で発生した特定建設資材廃棄物の再資源化 ○

資源有効利用促進法 廃棄時の適正処理 ○

家電リサイクル法 買換､廃棄等業者引渡し時リサイクル料の支払 ○

自動車リサイクル法 車検又は買換時リサイクル料の支払 ○

資源有効利用促進法 使用済み物品及び副産物の発生抑制及び再資源化 ○

業務用機器の冷媒適正管理 〇

フロン類算定漏えい量の報告

フロン類の適切な充填・引き渡し

証明書の保存(3年間) 〇

環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの


有無は3年間
関係機関からの違反等の指摘なし

実施年月日：2022年4月1日

6．法的及びその他の要求事項の順守状況チェック表

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化
に関する法律（フロン排出抑制法）

7．代表者による見直しと指示事項
　
【環境経営方針、環境経営目標及び環境経営活動計画の達成状況】
　二酸化炭素排出量の削減、排水量の削減、廃棄物量の削減は当社の環境方針で
ある。
　未達成の項目である、電力の使用量、産業廃棄物・水使用量の削減については、
もう1度目標値の設定を見直し、社員全員で意識して節電等取り組めるよう、会議な
どで再度どう取り組むべきか考え、目標を達成、維持できるように努める。

　
【環境経営システムの実施状況】
　１．環境活動の取り組みや活動は適切に設定されている。
　２．軽油使用量、環境活動の意識の向上がみられる。

　
【環境関連法等の遵守状況】
　適切に順守している。

【実施体制】
  変更なし
　
【問題点の是正】
　目標値を適切に設定し,目標を達成できるように工夫し努力する。
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